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行　政

　
昨
年
、
会
場
を
笑
い
の
渦
に

巻
き
込
ん
だ
、
落
語
家
で
医
師

の
立
川
ら
く
朝
さ
ん
を
講
師
に

招
き
ま
す
。
診
察
時
の
ち
ょ
っ

と
し
た
出
来
事
や
、
最
新
の
医

学
情
報
を
織
り
交
ぜ
た
、
楽
し

い
落
語
・
ト
ー
ク
を
聞
い
て
い

る
と
、
い
つ
の
間
に
か
健
康
・

医
療
に
つ
い
て
の
意
識
や
関
心

が
深
ま
り
ま
す
。

　
ま
た
、
立
川
さ
ん
に
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
て
も
ら

い
、
日
常
生
活
で
役
に
立
つ
健

康
づ
く
り
情
報
を
は
じ
め
、
具

体
的
な
健
康
・
医
療
に
関
す
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し

ま
す
。
多
く
の
人
の
参
加
を

待
っ
て
い
ま
す
。
事
前
申
込
不

要
。

●
日
時
　
平
成
26
年
１
月
24
日

（
金
）

▽
開
場
＝
午
後
１
時
30
分

▽
実
施
＝
同
２
時
〜
同
３
時
40

分
（
予
定
）

●
会
場
　
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
・

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

【
第
１
部
・
ヘ
ル
シ
ー
ト
ー
ク

＆
健
康
落
語
】

●
演
題
　「
一
笑
健
康
〜
ヘ
ル

シ
ー
ト
ー
ク
＆
健
康
落
語

〜
」

●
講
師
・
立
川
ら
く
朝
さ
ん
の

紹
介

昭
和
29
年
、長
野
県
生
ま
れ
。

講師の立川らく朝さん

表
参
道
福
澤
ク
リ

ニ
ッ
ク
院
長
と
し

て
内
科
診
療
に
あ

た
る
。
46
歳
で
立

川
志
ら
く
門
下
に

入
門
後
、
プ
ロ
の

落
語
家
と
し
て
も

活
躍
中

市
の
新
し
い

ビ
ジ
ョ
ン
を

み
ん
な
で

　

つ
く
ろ
う

明日カフェに参加した
林田さん

　
第
４
回
「
む
な
か
た

明
日
カ
フ
ェ
」
を
７
月

18
日
に
実
施
。
参
加
し

た
林
田
孝
一
さ
ん
（
遠
賀
郡
）

の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

　「
宗
像
を
活
性
化
さ
せ
る
た

め
に
、宗
像
市
で
『
秋
フ
ェ
ス
』

を
開
催
し
た
い
で
す
。
有
名

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
招
い
て
、
多

く
の
人
を
宗
像
に
集
め
る
と
と

も
に
、
宗
像
発
の
新
し
い
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
を
発
掘
す
る
。
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
参
加
で
き

る
よ
う
な
フ
ェ
ス
に
し
、
幅
広

い
年
齢
層
に
『
秋
フ
ェ
ス

と
い
え
ば
宗
像
』
を
定
着

さ
せ
、
認
知
度
を
高
め
、

多
く
の
人
に
宗
像
に
愛
着

を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
で

す
」

＊
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
詳
細

は
、
ＨＰh

ttp
://w

w
w

. 
m

unakata-p
j.co

m
/ 

ＦＢhttps://w
w

w
.face 

book.com
/m

unakata 
M

P

に
掲
載
し
て
い
ま
す

＊
宗
像
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

は
、
第
二
次
総
合
計
画
策
定

に
関
す
る
取
り
組
み
や
、
策

定
後
の
進
捗（
し
ん
ち
ょ
く
）

管
理
の
こ
と

■
問
い
合
わ
せ
先

　
経
営
企
画
課

�

☎
（
36
）
１
１
９
２

「
秋
フ
ェ
ス
」
で

�

宗
像
に
愛
着
を
持
っ
て
ほ
し
い

　一般社団法人オーポラロシア福岡が大島砲台跡
地の東側に日露海軍戦死者の慰霊碑を建立しまし
た。1905年、大島の沖合約50kmの海域で日露戦
争の日本海海戦が勃発。同海戦で犠牲になった約
4,000人の日露両軍の死者を悼み、安らかな眠り
と両国の恒久平和を願うため、慰霊碑が建立され
ました。日露の友好と密接な交流が深まっていく
ことを願い、11月３日には慰霊碑建立式典も催さ
れました。
　式典で主催者のオーポラロシア福岡会長の田村
文彦さんは「今後も、ロシアと日本、両国の交流
が深まっていくことを期待します」とあいさつ。
谷井博美市長は「今回の慰霊碑建立を機に、これ
からも各分野で交流事業を実施し、ロシアと宗像
市の交流基盤を築いていきたいと考えています」
と今後の交流の発展を願いました。
　精華女子高等学校吹奏楽部の伴奏のもと、参列
者は慰霊碑に献花。大島小・中学校生徒とロシア
ンカ少年合唱団はロシアの民謡「カチューシャ」
を合唱しました。

■問い合わせ先
　秘書政策課秘書担当　☎（36）０８９０

大島に
日本海海戦慰霊碑

を建立

両国の戦没者を悼み建立された慰霊碑

講 師

の一笑健康
 ヘルシートーク＆健康落語

立
たて

川
かわ

らく朝
ちょう

さん（落語家、医師）

市健康・医療講演会
平成26年
１月24日（金）
入場無料

高
齢
者
が
自
給
自
足
で

�

暮
ら
す
「
む
ら
」

募
金
で
釣
川
沿
い
に

�

桜
並
木
を

　

宗
像
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一

環
と
し
て
、
６
～
８
月
に
取
り

組
ん
だ
「
む
な
か
た
明
日
（
あ

す
）
カ
フ
ェ
」
で
、
み
な
さ
ん

に
も
ら
っ
た
意
見
や
提
案
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
高
齢
者
が
入
居
す
る
施
設
を

造
り
、
そ
の
敷
地
内
に
、
畑
、

コ
ン
ビ
ニ
、
ブ
テ
ィ
ッ
ク
な
ど

を
設
け
る
。
そ
こ
で
働
き
た
い

人
は
、
高
齢
者
の
持
つ
知
識
や

能
力
を
生
か
し
て
働
け
る
よ
う

な
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
は
ど
う

か
。
こ
の
施
設
を「
む
ら（
村
）」

と
し
て
と
ら
え
、「
む
ら
」
の

経
営
（
財
源
、
食
物
、
電
力
な

ど
）
は
、市
の
税
金
に
頼
ら
ず
、

全
て
自
給
自
足
で
実
施
し
て
い

く
。

　
募
金
活
動
で
資
金
を
集
め
、

釣
川
沿
い
に
桜
並
木
を
整
備
し

て
は
ど
う
か
。
桜
に
は
募
金
者

の
名
前
を
表
示
し
、
桜
の
時
期

に
は
自
分
の
桜
を
見
物
す
る
と

い
う
楽
し
み
が
で
き
る
。
市
外

か
ら
宗
像
を
訪
れ
る
人
を
増
や

す
た
め
、
募
金
は
市
外
の
人
か

ら
も
多
く
集
め
た
い
。
ま
た
、

宗
像
を
巣
立
っ
た
人
た

ち
が
、
再
び
戻
っ
て
き

た
く
な
る
仕
組
み
に
も
な
る
の

で
は
な
い
か
。

ドクターらく朝

【
第
２
部
・
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】

●
出
演
　
立
川
ら
く
朝
さ
ん
、

吉
田
道
弘
さ
ん
（
吉
田
内
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）、
末
永

昭
人
さ
ん
（
有
限
会
社
エ
イ

コ
ー
ウ
ェ
ル
代
表
取
締
役
）、

谷
井
博
美
市
長

＊
手
話
通
訳
あ
り

●
託
児
　
無
料
（
５
カ
月
〜
６

歳
）

＊
託
児
は
、
平
成
26
年
１
月
17

日
（
金
）
ま
で
に
事
前
申
込

必
要

●
そ
の
他
　
ホ
ワ
イ
エ
で
、
市

と
宗
像
医
師
会
、
宗
像
歯
科

医
師
会
、
宗
像
薬
剤
師
会
に

よ
る
健
康
づ
く
り
啓
発
イ
ベ

ン
ト
あ
り
。「
ま
ご
こ
ろ
市
」

も
同
時
開
催
。
食
品
や
工
芸

品
を
販
売
。
正
午
〜
午
後
４

時
■
託
児
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
国
保
医
療
課

�

☎
（
36
）
１
３
６
３


